










The Educational Effects of Infant Emergency Resuscitation Exercise
Targeting School for childcare Workers
 ─ Focusing on the Relationship between the Changes in Learning
Before and After the Exercise, and Previous Learning Patterns ─ 
This research aims to investigate the relationship between the changes in learning of Early 
Childhood Education students before and after infant emergency resuscitation exercise, and 
their previous learning patterns. A self-written study was analyzed which targeted 118 first-year 
students aiming to obtain kindergarten teacher / professional childcare qualifications. Based on 
the results, students who had attended lectures regarding emergency resuscitation / how to use 
an AED demonstrated a significantly higher level of knowledge and practice of “Airway Foreign 
Substance Removal Method”, “Hemostatic method”, “how to use an AED” and “confirmation 
of consciousness”. Based on the mean value comparison, for all questions, those who “attended” 
showed a higher value than those who “did not attend”. In addition, students tended to 
demonstrate a higher value in “knowledge” than in “practice”. Various subjects were included 
in the exercise, namely, “the difference between infant and adult emergency resuscitation 
methods”, “the awareness to protect lives”, “flexible knowledge, technique, practical ability”, “the 
































































































































































































（N＝13） （N＝7） （N＝46） （N＝51） F値 多重比較
1．気道異物除去法を知ってい
ますか
2.00（1.16） 2.14（1.22） 2.96（1.26） 3.33（1.05）  5.88＊＊ d＞a





2.69（1.55） 3.14（1.07） 4.04（0.87） 4.43（0.58） 16.17＊＊＊ c＞a， d＞a， d＞b
4．気道確保を知っていますか 3.00（1.58） 3.71（0.95） 4.13（0.69） 4.27（0.67）  8.60＊＊＊ c＞a， d＞a
5．人工呼吸を知っていますか 3.62（1.27） 3.86（0.90） 4.30（0.55） 4.43（0.54）  5.87＊＊ c＞a， d＞a
6．胸骨圧迫（心臓マッサージ）
を知っていますか
3.62（1.26） 3.71（0.95） 4.28（0.62） 4.33（0.62）  4.50＊ c＞a， d＞a
7．呼吸をしているかどうか、
の確認を知っていますか
3.69（1.18） 3.71（0.76） 4.30（0.70） 4.37（0.56）  4.50＊ c＞a， d＞a
8．倒れている人を見つけた時の
意識の確認を知っていますか
3.08（1.50） 3.86（0.90） 4.00（0.76） 4.35（0.56）  8.91＊＊＊ c＞a， d＞a
9．気道異物除去法を、いざと
いう時にできそうですか
2.15（1.14） 1.71（0.76） 2.39（1.06） 2.45（1.03）  1.21
10．止血法を、いざという時に
できそうですか




2.38（1.39） 1.86（0.90） 3.24（1.12） 3.37（1.02）  6.11＊＊ d＞a， c＞b， d＞b
12．気道確保を、いざという時
にできそうですか




2.54（1.13） 2.14（0.90） 2.78（1.21） 2.86（1.04）  1.04
14．胸骨圧迫（心臓マッサージ）を、
いざという時にできそうですか




3.08（1.44） 2.71（1.38） 3.65（1.06） 3.86（1.02）  3.43＊
16．倒れている人を見つけた時の意識の
確認を、いざという時にできそうですか
2.85（1.35） 3.00（1.53） 3.57（1.03） 3.71（1.01）  2.72＊
 











































































































































































カテゴリー サブカテゴリー 記述内容 記録単位
カテゴリー
記録単位（％）
臨機応変な
知識・技術・
実践力
冷静な判断 落ち着いた判断をする
いざという時に感情的にならない
20 71（53.4）
知識・技術 たくさんの知識・技術が必要
知識が必要
13
いざという時の実践力 いざという時に冷静に適切に対応できること
倒れている人をみつけたらためらわずに教わったことを活かしたい
12
臨機応変な対応力 子どもはいつ何が起こるか分からないのでいざという時に行動できること
いざという時に臨機応変な対応ができること
12
行動力 何事も積極的に行うこと
行動力が大切
11
冷静な対応力 あわてずに落ちつくこと
焦らず的確にやること
3
保育者
としての
高い職務意識
命を守る意識 命を守ること
子どもの命を守るためにも対処法をきちんと理解しておくべき
10 19（14.3）
重い責任 人の命をあずかる責任の重さを感じた 6
職務意識 命をあずかる仕事なので責任をもってきちんと考えて行動する 3
救急蘇生法の
習得・実践力
救急蘇生法の習得 いざという時に措置をしっかりできるようにする
素早い対応ができるように知識を頭に叩き込みたい
14 16（12.0）
救急蘇生法の実践力 応急処置やAEDの使用方法など復習し適切に使いこなせるようにしたい 2
安全な
環境整備
安全確認の必要性 安全配慮の必要性
子どもの安全を守る
安全確認
12 14（10.5）
遊ぶ環境整備の必要性 楽しく安全に遊んでもらう 1
子どもの安全教育の
必要性
子どもが自分で自分を守れるように教える 1
観察力 日頃の健康状態をみる
観察力
子どもの健康状態を日頃からよく観察する 13 13（9.8）
表4　保育者に必要なこと
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Ⅳ.まとめと今後の課題
　本研究では、救急蘇生法の学習方法と教育内容を検討した。また、乳幼児救急蘇生法の演習
をした学生の学びの様相を明らかにした。その結果、AEDの使用方法（知識）といざという時
に実践できそうと思う実践力は、学習方法により差があることが示された。しかし、時間の経
過とともに定着が薄れていく可能性があるため、定期的に学習する必要がある。
　いざという時に救急蘇生が実践できそうと思う実践力を養うには、講義や説明・ビデオの映
像だけは能力を育成できない。また、実技も1回、2回以上実践しても育成できない、定期的
に繰り返し実践していくことが必要である。しかし今回の研究では、救急蘇生法の習得が時間
経過とともにどのように変化していくかは検討されていない。これは今後の課題である。
　乳幼児救急蘇生法を学習した学びとして、「乳幼児と成人との救急蘇生法の違い」「命を守る
意識」「救急蘇生法の継続学習の必要性」「保育者の職務意識」「AEDの操作方法の習得の必要
性」があった。また、保育者に必要なこととして「臨機応変な知識・技術・実践力」「保育者
としての高い職務意識」「救急蘇生法の習熟・実践力」「安全な環境整備」「観察力」があった。
付記
　本研究は第70回日本保育学会において口頭発表を行った。
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